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(57)【要約】
【課題】メインスイッチがオフされている状態でも、供
給電圧に応じて光学特性を変化させる光学素子による光
学像を低消費電力で提供する。
【解決手段】光学装置は、外部操作可能であり、そのオ
ン操作により装置内に給電せしめ、そのオフ操作により
該給電を停止せしめるメインスイッチと、電圧に応じて
光学特性を変化させる光学素子を有する光学系と、光学
素子へ電圧を供給する電圧供給手段と、メインスイッチ
がオンされている時は光学素子へ電圧供給し、メインス
イッチがオフされている時は該メインスイッチからの信
号以外の所定の信号に応じて光学素子への電圧供給状態
を変化させるように、電圧供給手段を制御する制御手段
とを備える。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外部操作可能であり、そのオン操作により装置内に給電せしめ、そのオフ操作により該
給電を停止せしめるメインスイッチと、
　電圧に応じて光学特性を変化させる光学素子を有する光学系と、
　前記光学素子へ電圧を供給する電圧供給手段と、
　前記メインスイッチがオンされている時は前記光学素子へ電圧供給し、前記メインスイ
ッチがオフされている時は該メインスイッチからの信号以外の所定の信号に応じて前記光
学素子への電圧供給状態を変化させるように、前記電圧供給手段を制御する制御手段とを
備えることを特徴とする光学装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の光学装置において、
　該装置の周囲の明るさ、および該装置の揺動の少なくとも一方を検出する検出手段と、
　前記検出手段による検出量が所定量変化した場合に信号を発する信号発生手段とをさら
に備え、
　前記所定の信号は、前記信号発生手段が発する信号を含むことを特徴とする光学装置。
ることを特徴とする光学装置。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の光学装置において、
　操作に応じて操作信号を発する前記メインスイッチとは別の操作部材をさらに備え、
　前記所定の信号は、前記操作部材からの操作信号を含むことを特徴とする光学装置。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか一項に記載の光学装置において、
　所定時間を計時する計時手段をさらに備え、
　前記所定の信号は、前記計時手段が発する信号を含むことを特徴とする光学装置。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか一項に記載の光学装置において、
　装填されている電池の電圧を検出する電圧検出手段をさらに備え、
　前記制御手段は、前記電圧検出手段による検出電圧が所定値未満の場合、前記光学素子
への電圧供給を停止するように前記電圧供給手段を制御することを特徴とする光学装置。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか一項に記載の光学装置において、
　前記制御手段は、前記メインスイッチがオフされている時に前記光学素子へ電圧供給中
の場合、前記所定の信号の変化に応じて当該電圧供給を停止するように前記電圧供給手段
を制御することを特徴とする光学装置。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれか一項に記載の光学装置において、
　前記制御手段は、前記メインスイッチがオフされている時に前記光学素子へ電圧供給停
止中の場合、前記所定の信号の変化に応じて電圧供給を開始するように前記電圧供給手段
を制御することを特徴とする光学装置。
【請求項８】
　請求項６または７に記載の光学装置において、
　前記メインスイッチがオフされている時に前記光学素子へ供給する電圧は、前記メイン
スイッチが前記オフされる直前に前記光学素子へ供給していた電圧であることを特徴とす
る光学装置。
【請求項９】
　請求項１～８のいずれか一項に記載の光学装置において、
　前記光学素子および／またはその近傍の環境情報を検出する環境情報検出手段をさらに
備え、
　前記制御手段は、前記環境情報検出手段で検出された環境情報に応じて前記メインスイ
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ッチがオフされている時に前記光学素子へ供給する電圧を補正するように、前記電圧供給
手段を制御することを特徴とする光学装置。
【請求項１０】
　請求項９に記載の光学装置において、
　前記環境情報は温度を含み、
　前記制御手段は、前記温度に応じて前記光学素子へ供給する電圧を補正するように前記
電圧供給手段を制御することを特徴とする光学装置。
【請求項１１】
　請求項１～１０のいずれか一項に記載の光学装置において、
　前記光学系の光学素子は、電圧に応じて焦点距離を変化させることを特徴とする光学装
置。
【請求項１２】
　請求項１～１１のいずれか一項に記載の光学装置において、
　前記光学系は観察光学系を含むことを特徴とする光学装置。
【請求項１３】
　請求項１２に記載の光学装置において、
　前記観察光学系は、前記供給電圧に応じて視度調節を行うことを特徴とする光学装置。
【請求項１４】
　請求項１～１３のいずれか一項に記載の光学装置において、
　前記光学素子は、第１液体材料と、該第１液体材料と屈折率が異なり、かつ該第１液体
材料と混合しない第２液体材料とが容器内に封入され、前記供給電圧に応じて前記第１液
体材料および前記第２液体材料の境界面形状を変化させることによって前記光学特性を変
化させることを特徴とする光学装置。
【請求項１５】
　請求項１～１４のいずれか一項に記載の光学装置において、
　前記光学装置は撮影を行うカメラであり、
　前記光学系は撮影光学系を含むことを特徴とする光学装置。
【請求項１６】
　請求項１５に記載の光学装置において、
　前記カメラは撮影レンズに着脱可能なレンズキャップの着脱を検知するセンサを備え、
　前記所定の信号は、前記センサが発する信号を含むことを特徴とする光学装置。
【請求項１７】
　請求項１５に記載の光学装置において、
　前記カメラは該カメラに着脱可能な撮影レンズの着脱を検知するセンサを備え、
　前記所定の信号は、前記センサが発する信号を含むことを特徴とする光学装置。
【請求項１８】
　請求項１５に記載の光学装置において、
　前記カメラは該カメラのグリップ部が把持されているか否かを検知するセンサを備え、
　前記所定の信号は、前記センサが発する信号を含むことを特徴とする光学装置。
【請求項１９】
　請求項１～１８のいずれか一項に記載の光学装置において、
　前記光学系の光学素子は、電圧に応じて透過率を変化させることを特徴とする光学装置
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光学装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電圧に応じて焦点距離を変化させる光学素子を用いて、カメラなどのファインダー視度



(4) JP 2009-237271 A 2009.10.15

10

20

30

40

50

を調節する技術が知られている（特許文献１参照）。特許文献２には、温度に応じた光学
素子の制御を行う技術が開示されている。
【０００３】
【特許文献１】特開２００２－６２００号公報
【特許文献２】特開２００１－２４９２０３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　従来技術では、メインスイッチがオフされると光学素子が機能しなくなってしまい、光
学像が得られないという問題があった。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
（１）本発明による光学装置は、外部操作可能であり、そのオン操作により装置内に給電
せしめ、そのオフ操作により該給電を停止せしめるメインスイッチと、電圧に応じて光学
特性を変化させる光学素子を有する光学系と、光学素子へ電圧を供給する電圧供給手段と
、メインスイッチがオンされている時は光学素子へ電圧供給し、メインスイッチがオフさ
れている時は該メインスイッチからの信号以外の所定の信号に応じて光学素子への電圧供
給状態を変化させるように、電圧供給手段を制御する制御手段とを備えることを特徴とす
る。
（２）請求項１に記載の光学装置はさらに、該装置の周囲の明るさ、および該装置の揺動
の少なくとも一方を検出する検出手段と、検出手段による検出量が所定量変化した場合に
信号を発する信号発生手段とを備えてもよい。この場合、所定の信号に信号発生手段が発
する信号を含めてもよい。
（３）請求項１または２に記載の光学装置はさらに、操作に応じて操作信号を発するメイ
ンスイッチとは別の操作部材を備えてもよい。この場合、所定の信号に操作部材からの操
作信号を含めてもよい。
（４）請求項１～３のいずれか一項に記載の光学装置はさらに、所定時間を計時する計時
手段を備えてもよい。この場合、所定の信号に計時手段が発する信号を含めてもよい。
（５）請求項１～４のいずれか一項に記載の光学装置はさらに、装填されている電池の電
圧を検出する電圧検出手段を備えてもよい。この場合の制御手段は、電圧検出手段による
検出電圧が所定値未満の場合、光学素子への電圧供給を停止するように電圧供給手段を制
御することもできる。
（６）請求項１～５のいずれか一項に記載の光学装置において、制御手段は、メインスイ
ッチがオフされている時に光学素子へ電圧供給中の場合、所定の信号の変化に応じて当該
電圧供給を停止するように電圧供給手段を制御することもできる。
（７）請求項１～６のいずれか一項に記載の光学装置において、制御手段は、メインスイ
ッチがオフされている時に光学素子へ電圧供給停止中の場合、所定の信号の変化に応じて
電圧供給を開始するように電圧供給手段を制御することもできる。
（８）請求項６または７に記載の光学装置において、メインスイッチがオフされている時
に光学素子へ供給する電圧は、メインスイッチがオフされる直前に光学素子へ供給してい
た電圧であってもよい。
（９）請求項１～８のいずれか一項に記載の光学装置はさらに、光学素子および／または
その近傍の環境情報を検出する環境情報検出手段を備えてもよい。この場合の制御手段は
、環境情報検出手段で検出された環境情報に応じてメインスイッチがオフされている時に
光学素子へ供給する電圧を補正するように、電圧供給手段を制御することもできる。
（１０）請求項９に記載の光学装置において、環境情報は温度を含んでもよい。制御手段
は、温度に応じて光学素子へ供給する電圧を補正するように電圧供給手段を制御すること
もできる。
（１１）請求項１～１０のいずれか一項に記載の光学装置において、光学系の光学素子は
、電圧に応じて焦点距離を変化させるものでもよい。
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（１２）請求項１～１１のいずれか一項に記載の光学装置において、光学系は観察光学系
を含めてもよい。
（１３）請求項１２に記載の光学装置において、観察光学系は、供給電圧に応じて視度調
節を行うこともできる。
（１４）請求項１～１３のいずれか一項に記載の光学装置において、光学素子は、第１液
体材料と、該第１液体材料と屈折率が異なり、かつ該第１液体材料と混合しない第２液体
材料とが容器内に封入され、供給電圧に応じて第１液体材料および第２液体材料の境界面
形状を変化させることによって光学特性を変化させるものでもよい。
（１５）請求項１～１４のいずれか一項に記載の光学装置において、光学装置は撮影を行
うカメラであり、光学系は撮影光学系を含んでもよい。
（１６）請求項１５に記載の光学装置において、カメラは撮影レンズに着脱可能なレンズ
キャップの着脱を検知するセンサを備えてもよく、所定の信号は、センサが発する信号を
含んでもよい。
（１７）請求項１５に記載の光学装置において、カメラは該カメラに着脱可能な撮影レン
ズの着脱を検知するセンサを備えてもよく、所定の信号は、センサが発する信号を含んで
もよい。
（１８）請求項１５に記載の光学装置において、カメラは該カメラのグリップ部が把持さ
れているか否かを検知するセンサを備えてもよく、所定の信号は、センサが発する信号を
含んでもよい。
（１９）請求項１～１８のいずれか一項に記載の光学装置において、光学系の光学素子は
、電圧に応じて透過率を変化させるものでもよい。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明による光学装置では、供給電圧に応じて光学特性を変化させる光学素子による光
学像を、メインスイッチがオフされている状態でも低消費電力で得られる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
　以下、図面を参照して本発明を実施するための最良の形態について説明する。
（第一の実施形態）
　図１は、本発明の第一の実施形態による電子カメラの正面図である。図１において電子
カメラ１は、レリーズスイッチ３と、メインスイッチ４と、ファインダー対物窓５と、フ
ラッシュ発光窓６と、アンテナ７と、レンズ鏡筒８と、光センサ窓３１ａとを有する。な
お、レンズ鏡筒８は、カメラ１に着脱不能に固設されているものであり、換言すれば、カ
メラ１はレンズ一体型カメラである。
【０００８】
　図２は、図１の電子カメラ１の背面図である。図２において電子カメラ１は、表示部９
と、ファインダー接眼窓１０と、ズームスイッチ１１と、メニュースイッチ１２と、モー
ドダイヤル１３と、十字キー１４と、決定スイッチ１５とを有する。
【０００９】
　図３は、電子カメラ１の要部構成を例示するブロック図である。ＣＰＵ１６は、後述す
る各ブロックから出力される信号を入力して所定の演算を行い、演算結果に基づく制御信
号を各ブロックへ出力する。ＣＰＵ１６が実行するプログラムは、ＣＰＵ１６内の不揮発
性メモリ（不図示）に格納されている。
【００１０】
　撮影光学系４００はレンズ鏡筒８内に構成され、被写体像を撮像素子４０１の撮像面上
に結像させる。撮像素子４０１は、ＣＣＤイメージセンサなどによって構成される。撮像
素子４０１は、撮像面上の被写体像を撮像して撮像信号を出力する。Ａ／Ｄ変換回路４０
２は、不図示の信号処理回路によってアナログ処理（ゲインコントロールなど）された後
の撮像信号をディジタル信号に変換する。
【００１１】
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　ＣＰＵ１６は画像処理部を含み、ディジタル変換後の画像データにホワイトバランス処
理などの画像処理を行う他、画像処理後の画像データを所定の形式で圧縮する圧縮処理、
圧縮された画像データを伸長する伸長処理などを行う。メモリ１７はＣＰＵ１６による作
業用メモリとして使用される他、表示部９に表示されるデータを格納する表示用メモリ(V
RAM)として使用される。また、ＣＰＵ１６は、ＣＦカードやＳＤカードのような外部メモ
リ１７Ｂに画像データの書き込み（保存処理）を行ったりする。
【００１２】
　焦点検出部２０は、測距素子（不図示）による検出信号を用いて撮影光学系４００によ
る焦点調節状態を検出し、検出結果に応じて撮影光学系４００を構成するフォーカスレン
ズの移動量を算出する。なお、測距素子を用いずに、撮像素子４０１による撮像データか
らコントラストを検出する方式によって、合焦するフォーカスレンズ位置を求めるように
構成してもよい。フォーカスレンズの移動量を示す信号は、ＣＰＵ１６を介してフォーカ
ス駆動部１９へ送出される。フォーカス駆動部１９は、フォーカスレンズを光軸方向に進
退移動させてフォーカス調節を行う。
【００１３】
　ズーム駆動部２１は、ＣＰＵ１６からの指示に応じて撮影光学系４００を構成するズー
ムレンズを光軸方向に進退移動させて倍率を変更する。連動ギヤ部２２は、撮影光学系４
００の倍率変更と同期させて観察光学系（ファインダー）３００の倍率を変更する。
【００１４】
　観察光学系３００はレンズ群３０１、レンズ群３０２、レンズ群３０３、視野枠３０４
、および可変焦点部材３１０を含む接眼レンズ群３１２を有する。電子カメラ１のユーザ
は、ファインダー接眼窓１０（図２）を介して被写体を観察する。上述した連動ギヤ部２
２によってレンズ群３０１およびレンズ群３０２が光軸方向に進退移動されると、観察光
学系３００の倍率が変更される。
【００１５】
　可変焦点部材３１０は、いわゆる液体レンズによって構成される。この液体レンズ３１
０は、互いに異なる屈折率を有するものであり、かつ互いに混合することのない２種類の
液体３１０Ａ、３１０Ｂが容器内に封入されたものである。この液体レンズ３１０に電圧
を加えると、その印加される電圧に応じて２種類の液体の境界面形状が変化する。この変
化により焦点距離が変化する。なお、液体の一実施形態としては、一方の液体を導電性の
塩化リチウム水溶液を使用し、他方の液体３１０Ｂとして絶縁性のシリコンオイルを使用
する。本実施形態では、両液体３１０Ａ、３１０Ｂは同じ密度をもつものを使用するが、
本発明はこれに限定するものではない。また、液体３１０Ａ、３１０Ｂの順序（光軸方向
における配列順序）もこれに限られるものではない。このような構成で、可変焦点部材３
１０は、給電部５０１から印加される電圧に応じて焦点距離を変え、観察光学系３００の
視度を調節する。
【００１６】
　給電部５０１は可変ＤＣ／ＤＣ変換回路を含み、ＣＰＵ１６からの指示に応じた電圧を
可変焦点部材３１０へ印加する。電源５０２は電池によって構成され、給電部５０１およ
びＣＰＵ１６を含むカメラ内各部へ電力を供給する。電圧計５０３は、電源５０２の電池
電圧、給電部５０１の出力電圧をそれぞれ検出し、電圧検出信号をＣＰＵ１６と給電部５
０１へ送出する。
【００１７】
　光センサ３１は、たとえばフォトダイオードで構成される。光センサ３１は、光センサ
窓３１ａ（図２）を介して入力される環境光を受光し、受光レベルに応じた光電変換信号
を給電部５０１へ送出する。給電部５０１がＣＰＵ１６へ光センサ３１による受光情報を
送信することにより、ＣＰＵ１６が給電部５０１へ可変焦点部材３１０に対する電圧供給
を指示する。
【００１８】
　温度センサ３１１は、可変焦点部材３１０の温度を検出し、温度検出信号をＣＰＵ１６



(7) JP 2009-237271 A 2009.10.15

10

20

30

40

50

へ送出する。なお、温度センサ３１１を可変焦点部材３１０に密着するように配設しても
よいし、温度センサ３１１を可変焦点部材３１０の近傍に配設し、可変焦点部材３１０の
周囲温度を検出する構成としてもよい。マイク１８は、入力された音声を電気信号に変換
してＣＰＵ１６へ送出する。
【００１９】
　レリーズスイッチ３、メインスイッチ４、ズームスイッチ１１、モードダイヤル１３、
十字キー１４、メニュースイッチ１２、および決定スイッチ１５は操作部材を構成する。
各スイッチおよびダイヤルは、それぞれの設定操作に応じた操作信号を発生してＣＰＵ１
６へ送出する。表示部９はカラー液晶表示パネルによって構成され、ＣＰＵ１６からの指
示に応じて撮影画像や操作メニュー（撮影機能や撮影条件などの設定／変更を行うための
操作メニュー）、電子カメラ１に設定されている情報などを表示する。
【００２０】
　アンテナ７に電気的に接続している通信部２３は、ＣＰＵ１６からの指示によって電子
カメラ１と無線接続されている外部機器２００との間で通信を行う。電子カメラ１および
外部機器２００間の通信では、たとえば外部データサーバー２５１側のデータベース２５
２に登録されているメンテナンス情報やデータ等が電子カメラ１へ送信される一方、カメ
ラＩＤ情報やメンテナンス情報等が電子カメラ１から外部データサーバー２５１へ送信さ
れる。アンテナ７は無線通信の送受信に使用される。無線ＬＡＮアクセスポイント２０１
、インターネット２１０、外部データサーバー２５１、およびデータベース２５２は外部
機器２００を構成する。
【００２１】
　本実施形態の電子カメラ１は、観察光学系（ファインダー）３００の視度調節に特徴を
有するので、この点を中心に図４～図８のフローチャートを参照して説明する。図４は、
電子カメラ１のＣＰＵ１６が実行するメイン処理の流れを説明するフローチャートである
。ＣＰＵ１６は、電池５０２が電源として電子カメラ１に装填されると図４の処理を起動
する。
【００２２】
＜メイン処理＞
　図４のステップＳ１１において、ＣＰＵ１６は電源オン操作されたか否かを判定する。
ＣＰＵ１６は、メインスイッチ４からオン操作信号が入力された場合、または無操作タイ
ムアップ中に各操作スイッチもしくは操作ボタン操作を示す信号が入力された場合（メイ
ンスイッチ４からのオフ操作信号を除く）にステップＳ１１を肯定判定してステップＳ１
２へ進み、所定の電源オン処理を行う。電源オン処理は、電源５０２からカメラ内各部へ
給電を開始させる指示を含む。ＣＰＵ１６は、メインスイッチ４からオン操作信号が入力
されない場合、および無操作タイムアップ中に各操作スイッチもしくは操作ボタン操作を
示す信号が入力されない場合にはステップＳ１１を否定判定し、ステップＳ２９へ進む。
ＣＰＵ１６は、ステップＳ２９の処理を実行後にステップＳ１１へ戻る。
【００２３】
　ステップＳ１２において、ＣＰＵ１６は、無操作タイマーをリセットおよびスタートさ
せてステップＳ１３へ進む。これにより、電子カメラ１に対する操作が行われない状態で
所定時間（たとえば３０秒）を計時すると、ＣＰＵ１６の内蔵タイマーがタイムアップ信
号を発する。
【００２４】
　ステップＳ１３において、ＣＰＵ１６は初期設定処理を行ってステップＳ１４へ進む。
初期設定処理の詳細については後述する。ステップＳ１４において、ＣＰＵ１６はメニュ
ー操作が選択されたか否かを判定する。ＣＰＵ１６は、メニュースイッチ１２の押下操作
を示す信号が入力されるとステップＳ１４を肯定判定し、ステップＳ１５のメニューモー
ドへ進む。ＣＰＵ１６は、メニュースイッチ１２の押下を示す操作信号が入力されない場
合にはステップＳ１４を否定判定し、ステップＳ１６へ進む。
【００２５】
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　ステップＳ１５において、ＣＰＵ１６はセットアップメニュー表示処理を行ってステッ
プＳ２３へ進む。セットアップメニュー表示処理では、撮影機能や撮影条件などの設定／
変更を行うための操作画面を表示部９に表示させる。ＣＰＵ１６は、ユーザが操作画面を
見ながら操作した十字キー１４などからの操作信号を受け付けることにより、各項目の設
定や変更を行う。設定／変更項目には、観察光学系３００の視度調節も含まれている。Ｃ
ＰＵ１６は、十字キー１４からの操作信号に応じて給電部５０１へ指示を送り、可変焦点
部材３１０へ印加する電圧を変化させて観察光学系３００の視度調節を行う。
【００２６】
　ステップＳ２３において、ＣＰＵ１６は温度フィードバック処理を行ってステップＳ２
４へ進む。温度フィードバック処理の詳細については後述する。ステップＳ２４において
、ＣＰＵ１６は、電源オフ操作の受付を許可してステップＳ２５へ進む。電子カメラ１は
、各モード（メニューモード、撮影モード、および再生モード）における動作開始後は、
電源オフ操作受付可を実行してから電源オフ操作を受付けるように構成されている。
【００２７】
　ステップＳ２５において、ＣＰＵ１６は、電源オフ（メインスイッチオフ）操作された
か、または無操作タイムアップしたか否かを判定する。ＣＰＵ１６は、メインスイッチ４
からオフ操作信号が入力された場合、または無操作タイマーがタイムアップ信号を発した
場合はステップＳ２５を肯定判定してステップＳ２６へ進む。ＣＰＵ１６は、各操作スイ
ッチもしくは操作ボタン操作を示す信号が入力された場合（メインスイッチ４からのオフ
操作信号を除く）は、ステップＳ２５を否定判定してステップＳ２８へ進む。ステップＳ
２８において、ＣＰＵ１６は、無操作タイマーをリセットしてステップＳ１４へ戻る。
【００２８】
　ステップＳ２６において、ＣＰＵ１６は後述する視度情報（ｘ）、電圧情報（Ｖ）およ
び温度情報（ｔ）をＣＰＵ１６内の不揮発性メモリ（不図示）へそれぞれ記憶させてステ
ップＳ２７へ進む。視度情報は、観察光学系（ファインダー）３００に設定されている視
度値を示す。電圧情報は、所望の視度値に視度調節するために必要な電圧値であり、可変
焦点部材３１０に印加する電圧値を示す。温度情報は、温度センサ３１１で検出された可
変焦点部材３１０の温度を示す。ステップＳ２７において、ＣＰＵ１６は電源オフ処理を
行ってステップＳ１１へ戻る。電源オフ処理の詳細については後述する。
【００２９】
　ステップＳ１４を否定判定して進むステップＳ１６において、ＣＰＵ１６は再生指示さ
れたか否かを判定する。ＣＰＵ１６は、モードダイヤル１３から、撮影済みの画像を表示
部９上に、あるいは外部接続されているモニタ上に再生表示を行う再生モードへの切換設
定を示す操作信号が入力されている場合にステップＳ１６を肯定判定し、ステップＳ２０
の再生モードへ進む。ＣＰＵ１６は、モードダイヤル１３から、被写体を撮影して外部メ
モリ１７Ｂに記録する撮影モードへの切換設定を示す操作信号が入力されている場合にス
テップＳ１６を否定判定し、ステップＳ１７の撮影モードへ進む。
【００３０】
　ステップＳ１７において、ＣＰＵ１６は、撮影モード初期値設定を行ってステップＳ１
８へ進む。具体的には、撮影処理に必要なフラグやパラメータ類をセットする。ステップ
Ｓ１８において、ＣＰＵ１６は撮影モード選択の受付を許可してステップＳ１９へ進む。
これにより、電子カメラ１は撮影モードに切替わる。ステップＳ１９において、ＣＰＵ１
６は、撮影操作の受付を許可してステップＳ２３へ進む。これにより、ＣＰＵ１６は、撮
影が指示（レリーズスイッチ３から操作信号が入力）されると所定の撮影処理を実行する
。
【００３１】
　ステップＳ２０において、ＣＰＵ１６は、再生モード初期値設定を行ってステップＳ２
１へ進む。具体的には、再生処理に必要なフラグやパラメータ類をセットする。ステップ
Ｓ２１において、ＣＰＵ１６は再生モード選択の受付を許可してステップＳ２２へ進む。
これにより、電子カメラ１は再生モードに切替わる。ステップＳ２２において、ＣＰＵ１
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６は、再生操作の受付を許可してステップＳ２３へ進む。これにより、ＣＰＵ１６は、再
生が指示されると所定の再生処理を実行する。
【００３２】
＜メインスイッチオフ状態時処理＞
　図５は、前述の図４のステップＳ２９におけるメインスイッチオフ状態時処理の詳細を
説明するフローチャートである。メインスイッチオフ状態時処理は、メインスイッチ４が
オフ操作されている場合、またはメインスイッチ４がオン操作されている状態で無操作タ
イムアップした場合にそれぞれ実行される。図５のステップＳ２９１において、ＣＰＵ１
６は電源電圧が所定値ＶＳ以上か否かを判定する。ＣＰＵ１６は、電源５０２の電池電圧
が所定値ＶＳ以上の場合にステップＳ２９１を肯定判定し、ステップＳ２９２へ進む。Ｃ
ＰＵ１６は、電源５０２の電池電圧が所定値ＶＳ未満の場合（電池残量が少ない場合）に
はステップＳ２９１を否定判定し、ステップＳ２９６へ進む。
【００３３】
　ステップＳ２９２において、ＣＰＵ１６は受光レベル（光センサ３１の信号出力値に対
応する）が所定値ＶＬ以上か否かを判定する。ＣＰＵ１６は、光センサ３１の受光レベル
が所定値ＶＬ以上の場合にステップＳ２９２を肯定判定し、ステップＳ２９３へ進む。Ｃ
ＰＵ１６は、光センサ３１の受光レベルが所定値ＶＬ未満の場合にはステップＳ２９２を
否定判定し、ステップＳ２９６へ進む。
【００３４】
　ステップＳ２９３において、ＣＰＵ１６はファインダー給電部が起動済みか否かを判定
する。ＣＰＵ１６は、電源５０２が給電部５０１へ給電中である場合にステップＳ２９３
を肯定判定してステップＳ２９５へ進み、給電部５０１へ給電していない場合はステップ
Ｓ２９３を否定判定してステップＳ２９４へ進む。ステップＳ２９４において、ＣＰＵ１
６は、ファインダー給電部を起動させてステップＳ２９５へ進む。具体的には、電源５０
２へ指示を送り、給電部５０１に対して給電を開始させる。
【００３５】
　ステップＳ２９５において、ＣＰＵ１６は、可変焦点部材３１０（光学素子）へ印加す
る電圧Ｖoffを給電部５０１に指示して図５による処理を終了する。電圧Ｖoffは、電源オ
フ処理（ステップＳ２７）の直前のステップＳ２６（図４）において電圧情報（Ｖ）とし
てＣＰＵ１６の不揮発性メモリに記憶された電圧値である。これにより、メインスイッチ
オフ時（または無操作タイムアップ状態）の観察光学系３００の視度は、電源オフ処理直
前に設定されていた状態が維持される。
【００３６】
　ステップＳ２９１を否定判定した場合、またはステップＳ２９２を否定判定した場合に
進むステップＳ２９６において、ＣＰＵ１６は、可変焦点部材３１０（光学素子）に対す
る電圧の印加停止を給電部５０１に指示して図５による処理を終了する。これにより、電
源５０２の電池電圧が所定値ＶＳ未満の場合、光センサ３１の受光レベルが所定値ＶＬ未
満の場合はともに、節電のために可変焦点部材３１０への電圧印加を行わないように制御
できる。
【００３７】
　なお、メインスイッチオフ状態時処理の指示を、ＣＰＵ１６でなく給電部５０１に指示
機能を持たせて指示させてもよい。これにより、ＣＰＵ１６を起動せずにメインスイッチ
オフ状態時処理を行うことができ、節電が可能となる。後述する他の実施形態においても
同様である。
【００３８】
＜初期設定処理＞
　図６は、前述の図４のステップＳ１３における初期設定処理の詳細を説明するフローチ
ャートである。図６のステップＳ１３１において、ＣＰＵ１６は電子カメラ１の本体各部
の初期設定を行ってステップＳ１３２へ進む。ステップＳ１３２において、ＣＰＵ１６は
可変焦点部材３１０の温度計測を行う。具体的には、温度センサ３１１から温度検出信号
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を入力してステップＳ１３３へ進む。
【００３９】
　ステップＳ１３３において、ＣＰＵ１６は、不揮発性メモリに記憶されている視度情報
（ｘ）に応じた焦点距離を再現するように可変焦点部材３１０に対する印加電圧を決定す
る。具体的には、ステップＳ１３２で計測した温度情報と、不揮発性メモリに記憶されて
いる温度情報（ｔ）とに基づいて電圧Ｖoffを増減し、これらの温度差によって生じる可
変焦点部材３１０の焦点距離の変動を抑制することにより、不揮発性メモリに記憶されて
いる視度情報（ｘ）を得るために必要な印加電圧を求める。ここで、温度情報（ｔ）およ
び視度情報（ｘ）は、ステップＳ２６（図４）において不揮発性メモリに記憶されたもの
である。
【００４０】
　ステップＳ１３４において、ＣＰＵ１６は、上記決定電圧を給電部５０１に指示してス
テップＳ１３５へ進む。これにより、可変焦点部材３１０（光学素子）への印加電圧が制
御される。ステップＳ１３５において、ＣＰＵ１６は視度情報（ｘ）および電圧情報（Ｖ
）をＣＰＵ１６内の不揮発性メモリ（不図示）へそれぞれ記憶させて図６による処理を終
了する。
【００４１】
＜温度フィードバック処理＞
　図７は、図４のステップＳ２３における温度フィードバック処理の詳細を説明するフロ
ーチャートである。図７のステップＳ２３１において、ＣＰＵ１６は所定間隔で可変焦点
部材３１０の温度計測を行う。具体的には、たとえば５分間隔で温度センサ３１１から温
度検出信号を入力し、直近の検出信号を採用してステップＳ２３２へ進む。
【００４２】
　ステップＳ２３２において、ＣＰＵ１６は観察光学系３００に設定されている視度を維
持するように可変焦点部材３１０に対する印加電圧を決定する。具体的には、ステップＳ
２３１で計測した温度情報と初期設定時の温度情報とに所定値（たとえば５℃）以上の温
度差がある場合、この温度差によって生じる可変焦点部材３１０の焦点距離の変動を抑制
するように可変焦点部材３１０へ印加する電圧値を求める。
【００４３】
　ステップＳ２３３において、ＣＰＵ１６は、上記決定電圧を給電部５０１に指示してス
テップＳ２３４へ進む。これにより、ステップＳ２３４において可変焦点部材３１０（光
学素子）への印加電圧が制御される。ステップＳ２３５において、ＣＰＵ１６は視度情報
（ｘ）および電圧情報（Ｖ）をＣＰＵ１６内の不揮発性メモリ（不図示）へそれぞれ記憶
させて図７による処理を終了する。図７によれば、温度変動に応じて印加電圧が微調整さ
れる。
【００４４】
＜電源オフ処理＞
　図８は、図４のステップＳ２７における電源オフ処理の詳細を説明するフローチャート
である。図８のステップＳ２７１において、ＣＰＵ１６は、可変焦点部材３１０（光学素
子）へ印加する電圧Ｖoffを給電部５０１に指示してステップＳ２７２へ進む。電圧Ｖoff
は、直前のステップＳ２６（図４）において電圧情報（Ｖ）としてＣＰＵ１６の不揮発性
メモリに記憶された電圧値である。これにより、観察光学系３００の視度は、電源オフ処
理直前に設定されていた状態が維持される。
【００４５】
　ステップＳ２７２において、ＣＰＵ１６は、カメラ本体電源のオフ処理を行って図８に
よる処理を終了する。電源オフ処理では、給電部５０１を除くカメラ内各部への給電を停
止するように電源５０２へ指示を送る。
【００４６】
　以上説明した第一の実施形態によれば、次の作用効果が得られる。
（１）印加電圧に応じて焦点距離を変える可変焦点部材３１０を観察光学系３００に備え
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、メインスイッチがオン操作されている場合はもちろん、メインスイッチオフ時（または
無操作タイムアップ状態）にも可変焦点部材３１０に電圧印加を行うようにした（図５）
。これにより、メインスイッチオフ状態（または無操作タイムアップ状態）にも観察光学
系３００による光学像を観察できる。
【００４７】
（２）メインスイッチオフ時（または無操作タイムアップ状態）に可変焦点部材３１０に
印加する電圧を、電源オフ処理直前の印加電圧Ｖoffにしたので、電源オフ処理の前後で
観察光学系３００の視度が同じ値に維持され、光学像を観察中のユーザに違和感を与える
ことがない。
【００４８】
（３）メインスイッチオフ時（または無操作タイムアップ状態）において、電源の電池電
圧が所定値ＶＳ未満の場合は可変焦点部材３１０への電圧印加を停止するようにしたので
、電池残量が少ない状態では電池の過放電を防止できる。
【００４９】
（４）メインスイッチオフ時（または無操作タイムアップ状態）において、光センサ３１
による受光レベルが所定値ＶＬ未満の場合（ステップＳ２９２を否定判定）は可変焦点部
材３１０への電圧印加を停止するようにしたので、たとえば、電子カメラ１がバッグなど
に収納された場合のような遮光状態では電池の無駄な電力消費を防止できる。
【００５０】
（５）メインスイッチオフ時（または無操作タイムアップ状態）において、光センサ３１
による受光レベルが所定値ＶＬ以上の場合（ステップＳ２９２を肯定判定）は可変焦点部
材３１０への電圧印加を開始（既に電圧供給中の場合は印加継続）するようにしたので、
たとえば、電子カメラ１がバッグなどから取り出された場合のように、遮光状態でなくな
った場合には観察光学系３００による光学像を観察可能な状態へ自動的にセットできる。
【００５１】
（６）可変焦点部材３１０の温度情報を検出し、この温度情報を用いて可変焦点部材３１
０に印加する電圧を増減するようにした（図７）。このような環境フィードバック処理を
施すことにより、液体レンズである可変焦点部材３１０のパワーが温度依存性を有する場
合には検出温度に応じてパワーを補正し、電子カメラ１を使用する温度にかかわらず、フ
ァインダー視度の変動を抑えることができる。
【００５２】
（７）ＣＰＵ１６内の不揮発性メモリ（不図示）へ記憶する情報として温度情報を含める
ようにしたので、情報記憶時と異なる温度環境においても、情報記憶時と同じ観察光学系
３００の視度を再現できる。
【００５３】
（変形例１）
　第一の実施形態では、ステップＳ２７１（図８）およびステップＳ２９５（図５）にお
いてそれぞれ、電源オフ処理（ステップＳ２７（図４））の直前に可変焦点部材３１０（
光学素子）へ印加していた電圧Ｖoffを給電部５０１に指示する例を説明した。この代わ
りに、所定の視度値（たとえば、－１．０ｍ－１）に設定する電圧Ｖ０を給電部５０１に
指示してもよい。この場合には、メインスイッチオフ時（または無操作タイムアップ状態
）の観察光学系３００の視度値が、－１．０ｍ－１に維持される。
【００５４】
　メインスイッチオフ時（または無操作タイムアップ状態）に可変焦点部材３１０に印加
する電圧を上記電圧Ｖ０とすれば、電源オフ処理の前後で観察光学系３００の視度が変化
したとしても、光学像を観察中のユーザが感じる違和感を少なく抑えることができる。
【００５５】
（第二の実施形態）
　メインスイッチオフ時（または無操作タイムアップ状態）において、温度情報を用いて
視度値を補正する温度フィードバック処理を行う構成にしてもよい。図９は、第二の実施
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形態によるメインスイッチオフ状態時処理の詳細を説明するフローチャートである。図９
の処理は、前述の図４のステップＳ２９において図５の処理に代えて実行される。図９に
おいて、図５と同じ処理を行う場合には同一のステップ番号を付して説明を省略する。
【００５６】
　図９のステップＳ２９５の次に進むステップＳ２９７において、ＣＰＵ１６は所定時刻
か否かを判定する。具体的には、たとえば、電源オフ処理（ステップＳ２７）後１０分経
過するごとにステップＳ２９７を肯定判定し、ステップＳ２９８へ進む。ＣＰＵ１６は、
１０分経過していない場合にはステップＳ２９７を否定判定して図９による処理を終了す
る。
【００５７】
　ステップＳ２９８において、ＣＰＵ１６は、ファインダ視度調整制御部を起動してステ
ップＳ２９９へ進む。具体的には、後述する印加電圧決定処理に必要な演算機能をオンさ
せる。ステップＳ２９９において、ＣＰＵ１６は、ＣＰＵ１６内の不揮発性メモリから視
度情報（ｘ）および電圧情報（Ｖ）を読み出してステップＳ３００へ進む。これらの情報
は、ステップＳ２６（図４）において記憶されたものである。ステップＳ３００において
、ＣＰＵ１６は温度センサ３１１から温度検出信号を入力してステップＳ３０１へ進む。
【００５８】
　ステップＳ３０１において、ＣＰＵ１６は観察光学系３００に設定されている視度を維
持するように可変焦点部材３１０に対する印加電圧を決定する。具体的には、ステップＳ
３００で計測した温度情報とステップＳ２６（図４）において記憶した温度情報とに所定
値（たとえば５℃）以上の温度差がある場合、この温度差によって生じる可変焦点部材３
１０の焦点距離の変動を抑制するように可変焦点部材３１０へ印加する電圧値を求める。
【００５９】
　ステップＳ３０２において、ＣＰＵ１６は、上記決定電圧を給電部５０１に指示してス
テップＳ３０３へ進む。これにより、可変焦点部材３１０（光学素子）への印加電圧が制
御される。ステップＳ３０３において、ＣＰＵ１６はファインダ視度調整制御部をオフし
て図９による処理を終了する。具体的には、上記印加電圧決定処理に用いた演算機能をオ
フさせる。
【００６０】
　以上説明した第二の実施形態によれば、第一の実施形態で得られた作用効果に加えて、
以下の作用効果が得られる。すなわち、メインスイッチオフ時（または無操作タイムアッ
プ状態）においても、可変焦点部材３１０の温度情報を検出し、この温度情報を用いて可
変焦点部材３１０に印加する電圧を増減するようにした（図９）。このような環境フィー
ドバック処理を施すことにより、液体レンズである可変焦点部材３１０のパワーが温度依
存性を有する場合には検出温度に応じてパワーを補正し、非使用中の電子カメラ１の温度
にかかわらず、ファインダー視度の変動を抑えることができる。
【００６１】
（第三の実施形態）
　一眼レフタイプであって、かつ撮影光学系を着脱可能な電子カメラ（換言すれば、レン
ズ交換可能なカメラ）にも本発明を適用できる。図１０は、一眼レフ電子カメラ１Ｂの要
部構成を例示するブロック図である。図３（第一の実施形態）と比べて、カメラ本体に撮
影光学系４００Ｂが装着されている点、ペンタプリズム３０５を含む観察光学系３００Ｂ
を有する点、フレネルレンズ面を有する焦点板２５を有する点、および角速度センサ４１
を有する点が異なるので、これらの相違点を中心に説明する。
【００６２】
　図１０において、被写体からの光は撮影光学系４００Ｂを介してカメラ本体へ入射され
る。カメラ本体に入射した被写体光は、レリーズ前は実線で示すように位置するクイック
リターンミラー（以下ミラーと呼ぶ）２７で上方へ導かれて焦点板２５に結像する。ユー
ザがこの被写体像に重ねて視野枠およびフォーカスエリアマーク（視標）を観察できるよ
うに、視野枠および視標を表示する液晶表示器２６が配設されている。
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【００６３】
　本実施形態で使用する液晶表示器２６は、液晶表示器２６を構成する液晶層に電圧が印
加されない状態では、当該液晶層の光の透過率が低下する。そこで、給電部５０１が可変
焦点部材３１０へ電圧を印加する場合、液晶表示器２６にも電圧を印加するように構成さ
れている。
【００６４】
　焦点板２５に結像した被写体光はさらに、液晶表示器２６を透過してペンタプリズム３
０５へ入射される。ペンタプリズム３０５は入射された被写体光を可変焦点部材３１０へ
導く。可変焦点部材３１０は、給電部５０１から印加される電圧に応じて焦点距離を変え
、観察光学系３００Ｂの視度を調節する。電子カメラ１Ｂのユーザは、ファインダー接眼
窓１０を介して被写体を観察する。レリーズ後はミラー２７が破線で示される位置へ回動
し、被写体光はシャッタ（不図示）を介して撮像素子４０１へ導かれ、その撮像面上に被
写体像を結像する。
【００６５】
　角速度センサ４１は、電子カメラ１Ｂの動きに伴う角速度を検出し、角速度検出信号を
給電部５０１へ送出する。給電部５０１がＣＰＵ１６へ角速度センサ４１による検出情報
を送信することにより、ＣＰＵ１６が給電部５０１へ可変焦点部材３１０および液晶表示
器２６に対する電圧供給を指示する。
【００６６】
＜メインスイッチオフ状態時処理＞
　図１１は、第三の実施形態によるメインスイッチオフ状態時処理の詳細を説明するフロ
ーチャートである。図１１による処理は、前述の図４のステップＳ２９において図５の処
理に代えて実行される。図１１のステップＳ３９１において、ＣＰＵ１６は液晶表示器２
６（本実施形態ではファインダースクリーンと呼ぶ）、および観察光学系３００Ｂを構成
する可変焦点部材３１０（本実施形態ではファインダー光学素子と呼ぶ）へ給電中か否か
を判定する。ＣＰＵ１６は、給電部５０１がファインダースクリーンおよびファインダー
光学素子へ電圧印加中の場合にステップＳ３９１を肯定判定してステップＳ３９２へ進む
。ＣＰＵ１６は、給電部５０１がファインダースクリーンおよびファインダー光学素子へ
電圧印加を停止している場合にはステップＳ３９１を否定判定し、ステップＳ３９８へ進
む。
【００６７】
　ステップＳ３９２において、ＣＰＵ１６は、タイマー時間がｔ１未満か否かを判定する
。ＣＰＵ１６は、電子カメラ１Ｂに対する操作が行われない状態で時間ｔ１（たとえば１
０分）を計時して発する内蔵タイマーからのタイムアップ信号を受けていない場合、ステ
ップＳ３９２を肯定判定してステップＳ３９３へ進む。ＣＰＵ１６は、内蔵タイマーから
のタイムアップ信号を受けた場合、ステップＳ３９２を否定判定してステップＳ３９６へ
進む。
【００６８】
　ステップＳ３９３において、ＣＰＵ１６は電源電圧が所定値ＶＳ以上か否かを判定する
。ＣＰＵ１６は、電源５０２の電池電圧が所定値ＶＳ以上の場合にステップＳ３９３を肯
定判定し、ステップＳ３９４へ進む。ＣＰＵ１６は、電源５０２の電池電圧が所定値ＶＳ
未満の場合（電池残量が少ない場合）にはステップＳ３９３を否定判定し、ステップＳ３
９６へ進む。
【００６９】
　ステップＳ３９４において、ＣＰＵ１６は、ファインダースクリーンへ印加する電圧Ｖ
ＳＯの印加継続を給電部５０１に指示してステップＳ３９５へ進む。電圧ＶＳＯは、後述
する電源オフ処理（図１４）において指示される電圧値である。これにより、メインスイ
ッチオフ時（または無操作タイムアップ状態）の観察光学系３００Ｂへ向かう光束の透過
状態（電源オフ処理直前に設定されていた状態）が維持される。
【００７０】
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　ステップＳ３９５において、ＣＰＵ１６は、ファインダー光学素子へ印加する電圧ＶＦ
Ｏの印加継続を給電部５０１に指示して図１１による処理を終了する。電圧ＶＦＯは、後
述する電源オフ処理（図１４）において指示される電圧値である。これにより、メインス
イッチオフ時（または無操作タイムアップ状態）の観察光学系３００Ｂの視度は、電源オ
フ処理直前に設定されていた状態が維持される。
【００７１】
　ステップＳ３９２を否定判定した場合、またはステップＳ３９３を否定判定した場合に
進むステップＳ３９６において、ＣＰＵ１６は停止トリガ信号を発してステップＳ３９７
へ進む。ステップＳ３９７において、ＣＰＵ１６は、ファインダースクリーンおよびファ
インダー光学素子に対する電圧の印加停止を給電部５０１に指示して図１１による処理を
終了する。これにより、無操作状態が時間ｔ１を超えた場合、電源５０２の電池電圧が所
定値ＶＳ未満の場合はともに、節電のために電圧印加を行わないように制御できる。
【００７２】
　ステップＳ３９１を否定判定して進むステップＳ３９８において、ＣＰＵ１６は角速度
レベル（角速度センサ４１の出力値に対応する）の変化量が所定値ＶＡ以上か否かを判定
する。ＣＰＵ１６は、角速度センサ４１による検出レベルの変化量が所定値ＶＡ以上の場
合にステップＳ３９８を肯定判定し、ステップＳ３９９へ進む。ＣＰＵ１６は、角速度セ
ンサ４１による検出レベルの変化量が所定値ＶＡ未満の場合にはステップＳ３９８を否定
判定し、図１１による処理を終了する。
【００７３】
　ステップＳ３９９において、ＣＰＵ１６は電源電圧が所定値ＶＳ以上か否かを判定する
。ＣＰＵ１６は、電源５０２の電池電圧が所定値ＶＳ以上の場合にステップＳ３９９を肯
定判定し、ステップＳ４００へ進む。ＣＰＵ１６は、電源５０２の電池電圧が所定値ＶＳ
未満の場合（電池残量が少ない場合）にはステップＳ３９９を否定判定し、図１１による
処理を終了する。
【００７４】
　ステップＳ４００において、ＣＰＵ１６は起動トリガ信号を発してステップＳ４０１へ
進む。ステップＳ４０１において、ＣＰＵ１６は、給電部を起動させてステップＳ４０２
へ進む。具体的には、電源５０２へ指示を送り、給電部５０１に対して給電を開始させる
。
【００７５】
　ステップＳ４０２において、ＣＰＵ１６は、ファインダースクリーンへ印加する電圧Ｖ
ＳＯを給電部５０１に指示してステップＳ４０３へ進む。電圧ＶＳＯは、後述する電源オ
フ処理（図１４）において指示される電圧値である。これにより、観察光学系３００Ｂへ
向かう光束が透過状態（電源オフ処理直前に設定されていた状態）になる。
【００７６】
　ステップＳ４０３において、ＣＰＵ１６は、ファインダー光学素子へ印加する電圧ＶＦ
Ｏを給電部５０１に指示してステップＳ４０４へ進む。電圧ＶＦＯは、後述する電源オフ
処理（図１４）において指示される電圧値である。これにより、観察光学系３００Ｂの視
度は、電源オフ処理直前に設定されていた状態にされる。
【００７７】
　ステップＳ４０４において、ＣＰＵ１６は、無操作タイマーによる計時時間をリセット
して図１１による処理を終了する。
【００７８】
＜初期設定処理＞
　図１２は、第三の実施形態による初期設定処理の詳細を説明するフローチャートである
。図１２による処理は、上述の図４のステップＳ１３において図６の処理に代えて実行さ
れる。図１２において、図６と同じ処理を行う場合には同一のステップ番号を付して説明
を省略する。
【００７９】
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　ステップＳ１３２の次に進むステップＳ１３３Ｂにおいて、ＣＰＵ１６は、ファインダ
ースクリーンおよびファインダー光学素子に対する印加電圧をそれぞれ決定する。具体的
には、ステップＳ１３２で計測した温度情報と、不揮発性メモリに記憶されている温度情
報（ｔ）とに基づいて電圧ＶＦＯを増減し、これらの温度差によって生じる可変焦点部材
３１０の焦点距離の変動を抑制することにより、不揮発性メモリに記憶されている視度情
報（ｘ(F)）に対応する観察光学系３００Ｂの視度を得るために必要な印加電圧を求める
。ここで、温度情報（ｔ）および視度情報（ｘ(F)）は、ステップＳ２６（図４）におい
て不揮発性メモリに記憶されたものとする。
【００８０】
　ＣＰＵ１６はさらに、ステップＳ１３２で計測した温度情報と、不揮発性メモリに記憶
されている温度情報（ｔ）とに基づいて電圧ＶＳＯを増減し、これらの温度差によって生
じる液晶表示器２６の透過率の変動の抑制に必要な印加電圧を求める。ここで、温度情報
（ｔ）は、ステップＳ２６（図４）において不揮発性メモリに記憶されたものとする。
【００８１】
　ステップＳ１３４Ｂにおいて、ＣＰＵ１６は、上記決定電圧を給電部５０１にそれぞれ
指示してステップＳ１３５Ｂへ進む。これにより、可変焦点部材３１０および液晶表示器
２６への印加電圧が制御される。ステップＳ１３５Ｂにおいて、ＣＰＵ１６は視度情報（
ｘ(F)）および電圧情報（Ｖ(F)）（Ｖ(S)）、をＣＰＵ１６内の不揮発性メモリ（不図示
）へそれぞれ記憶させて図１２による処理を終了する。ここで、電圧情報（Ｖ(F)）は、
視度情報（ｘ(F)）に対応させるため可変焦点部材３１０へ印加する電圧である。
【００８２】
＜温度フィードバック処理＞
　図１３は、第三の実施形態による温度フィードバック処理の詳細を説明するフローチャ
ートである。図１３による処理は、上述の図４のステップＳ２３において図７の処理に代
えて実行される。図１３において、図７と同じ処理を行う場合には同一のステップ番号を
付して説明を省略する。
【００８３】
　ステップＳ２３１の次に進むステップＳ２３２Ｂにおいて、ＣＰＵ１６はファインダー
スクリーンの透過率を維持するように液晶表示器２６に対する印加電圧を決定する。具体
的には、ステップＳ２３１で計測した温度情報と初期設定時の温度情報とに所定値（たと
えば５℃）以上の温度差がある場合、この温度差によって生じる液晶表示器２６の透過率
の変動を抑制するように液晶表示器２６へ印加する電圧値を求める。
【００８４】
　ステップＳ２３３Ｂにおいて、ＣＰＵ１６は、上記決定電圧を給電部５０１に指示して
ステップＳ２３４Ｂへ進む。これにより、ステップＳ２３４Ｂにおいて液晶表示器２６（
ファインダースクリーン）への印加電圧が制御される。
【００８５】
　ステップＳ２３２において、ＣＰＵ１６は観察光学系３００Ｂに設定されている視度を
維持するように可変焦点部材３１０に対する印加電圧を決定する。具体的には、ステップ
Ｓ２３１で計測した温度情報と初期設定時の温度情報とに所定値（たとえば５℃）以上の
温度差がある場合、この温度差によって生じる可変焦点部材３１０の焦点距離の変動を抑
制するように可変焦点部材３１０へ印加する電圧値を求める。
【００８６】
　ステップＳ２３３において、ＣＰＵ１６は、上記決定電圧を給電部５０１に指示してス
テップＳ２３４へ進む。これにより、ステップＳ２３４において可変焦点部材３１０（フ
ァインダー光学素子）への印加電圧が制御される。ステップＳ２３５Ｂにおいて、ＣＰＵ
１６は視度情報（ｘ(F)）、電圧情報（Ｖ(F)）および（Ｖ(S)）をＣＰＵ１６内の不揮発
性メモリ（不図示）へそれぞれ記憶させて図１３による処理を終了する。図１３によれば
、温度変動に応じて印加電圧が微調整される。
【００８７】
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＜電源オフ処理＞
　図１４は、第三の実施形態による電源オフ処理の詳細を説明するフローチャートである
。図１４による処理は、上述の図４のステップＳ２７において図８の処理に代えて実行さ
れる。図１４のステップＳ２７１Ａにおいて、ＣＰＵ１６は、ファインダースクリーンへ
印加する電圧ＶＳＯを給電部５０１に指示してステップＳ２７１Ｂへ進む。電圧ＶＳＯは
、直前のステップＳ２６（図４）において電圧情報（Ｖ）としてＣＰＵ１６の不揮発性メ
モリに記憶した電圧値（Ｖ(S)）である。これにより、観察光学系３００Ｂへ向かう光束
の透過状態が維持される。
【００８８】
　ステップＳ２７１Ｂにおいて、ＣＰＵ１６は、ファインダー光学素子へ印加する電圧Ｖ
ＦＯを給電部５０１に指示してステップＳ２７１Ｃへ進む。電圧ＶＦＯは、直前のステッ
プＳ２６（図４）において電圧情報（Ｖ）としてＣＰＵ１６の不揮発性メモリに記憶した
電圧値（Ｖ(F)）である。これにより、観察光学系３００Ｂの視度が維持される。
【００８９】
　ステップＳ２７１Ｃにおいて、ＣＰＵ１６は、無操作タイマーによる計時時間をリセッ
トしてステップＳ２７２へ進む。ステップＳ２７２において、ＣＰＵ１６は、カメラ本体
電源のオフ処理を行って図１４による処理を終了する。電源オフ処理では、給電部５０１
を除くカメラ内各部への給電を停止するように電源５０２へ指示を送る。
【００９０】
　以上説明した第三の実施形態によれば、第一の実施形態、第二の実施形態において説明
した以外に次の作用効果が得られる。
（１）一眼レフタイプであって、かつ撮影光学系を着脱可能な電子カメラ１Ｂ（換言すれ
ば、レンズ交換可能なカメラ）で、メインスイッチオフ状態（または無操作タイムアップ
状態）にも観察光学系３００Ｂによる光学像を観察できる。
【００９１】
（２）メインスイッチオフ時（または無操作タイムアップ状態）に液晶表示器２６に印加
する電圧を、電源オフ処理直前の印加電圧ＶＳＯにしたので、電源オフ処理の前後で観察
光学系３００Ｂへ向かう光束の透過率が同じ状態に維持される。光学像の明るさが維持さ
れるため、観察中のユーザに違和感を与えることがない。
【００９２】
（３）メインスイッチオフ時（または無操作タイムアップ状態）において、角速度センサ
４１による検出レベルの変化量が所定値ＶＡ以上の場合（ステップＳ３９８を肯定判定）
は、可変焦点部材３１０および液晶表示器２６への電圧印加を開始する処理へ導くように
した。これにより、たとえば、撮影準備で電子カメラ１Ｂが手持ちされたことで揺動し、
観察光学系３００Ｂによる光学像を観察可能な状態へ自動的にセットできる。
【００９３】
（４）メインスイッチオフ時（または無操作タイムアップ状態）において、角速度センサ
４１による検出レベルの変化量が所定値ＶＡ未満の場合（ステップＳ３９８を否定判定）
は、可変焦点部材３１０、液晶表示器２６への電圧印加を停止を維持するようにしたので
、たとえば、電子カメラ１Ｂが放置されている場合のような静止状態では電池の無駄な電
力消費を防止できる。
【００９４】
（第四の実施形態）
　本発明は、撮影光学系に可変焦点部材を含む場合にも適用できる。図１５は、一眼レフ
電子カメラ１Ｃの要部構成を例示するブロック図である。図１０（第三の実施形態）と比
べて、カメラ本体に撮影光学系４００Ｃが装着されている点、加速度センサ５１を有する
点、給電部５１１を有する点、レリーズスイッチ３の操作信号が給電部５１１へも送信さ
れる点、電圧計５０３が給電部５０１および給電部５１１の出力電圧をそれぞれ検出する
点が異なるので、これらの相違点を中心に説明する。
【００９５】
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　図１５において、被写体からの光は撮影光学系４００Ｃを介してカメラ本体へ入射され
る。カメラ本体に入射した被写体光は、可変焦点部材４１０を介してミラー２７へ導かれ
る。可変焦点部材４１０は、給電部５１１から印加される電圧に応じて焦点距離を変え、
撮影光学系４００Ｃのフォーカス調節を行う。被写体光は、レリーズ前は実線で示すよう
に位置するミラー２７で上方へ導かれて焦点板２５に結像する。焦点板２５とともに液晶
表示器２６が配設されている点は図１０に例示した場合と同様である。
【００９６】
　加速度センサ５１は、電子カメラ１Ｃの動きに伴う加速度を検出し、加速度検出信号を
給電部５０１および給電部５１１へ送出する。給電部５０１および５１１の少なくとも一
方がＣＰＵ１６へ加速度センサ５１による検出情報を送信することにより、ＣＰＵ１６が
給電部５０１および給電部５１１に対し、可変焦点部材３１０および可変焦点部材４１０
、液晶表示器２６に対する電圧供給をそれぞれ指示する。
【００９７】
＜メインスイッチオフ状態時処理＞
　図１６は、第四の実施形態によるメインスイッチオフ状態時処理の詳細を説明するフロ
ーチャートである。図１６による処理は、前述の図４のステップＳ２９において図１１の
処理に代えて実行される。図１６による処理のうち、図１１で行う処理と同一の処理を行
う場合は、図１１と同一のステップ番号を付して説明を省略する。
【００９８】
　図１６のステップＳ３９１Ｂにおいて、ＣＰＵ１６は撮影光学系４００Ｃを構成する可
変焦点部材４１０（本実施形態では撮影レンズ光学素子と呼ぶ）、および観察光学系３０
０Ｂを構成する可変焦点部材３１０（本実施形態ではファインダー光学素子と呼ぶ）並び
に液晶表示器２６（本実施形態ではファインダースクリーンと呼ぶ）へ給電中か否かを判
定する。
【００９９】
　ＣＰＵ１６は、給電部５１１および５０１が撮影レンズ光学素子、ファインダー光学素
子およびファインダースクリーンへ電圧印加中の場合にステップＳ３９１Ｂを肯定判定し
てステップＳ３９２へ進む。ＣＰＵ１６は、給電部５１１および５０１が撮影レンズ光学
素子、ファインダー光学素子およびファインダースクリーンへの電圧印加を停止している
場合にはステップＳ３９１Ｂを否定判定し、ステップＳ３９８Ａへ進む。
【０１００】
　ステップＳ３９４の次に進むステップＳ３９４Ｂにおいて、ＣＰＵ１６は、撮影レンズ
光学素子へ印加する電圧ＶＯＯの印加継続を給電部５１１に指示してステップＳ３９５へ
進む。電圧ＶＯＯは、後述する電源オフ処理（図１９）において指示される電圧値である
。これにより、メインスイッチオフ時（または無操作タイムアップ状態）の撮影光学系４
１０のフォーカス調節状態は、電源オフ処理直前の状態が維持される。
【０１０１】
　なお、本実施形態においてステップＳ３９４、ステップＳ３９４Ｂ、ステップＳ３９５
の順に実行したが、この処理順序は上記説明した順番に限定されるものではない。たとえ
ば、ステップＳ３９４Ｂを実行後にステップＳ３９４、ステップＳ３９５を実行してもよ
い。
【０１０２】
　ステップＳ３９６の次に進むステップＳ３９７Ｂにおいて、ＣＰＵ１６は、撮影レンズ
およびファインダーの光学素子、ならびにファインダースクリーンに対する電圧の印加停
止を給電部５１１および５０１に指示して図１６による処理を終了する。これにより、無
操作状態が時間ｔ１を超えた場合、電源５０２の電池電圧が所定値ＶＳ未満の場合はとも
に、節電のために電圧印加を行わないように制御できる。
【０１０３】
　ステップＳ３９１Ｂを否定判定して進むステップＳ３９８Ａにおいて、ＣＰＵ１６は加
速度レベル（加速度センサ５１の出力値に対応する）の変化量が所定値ＶＢ以上か否かを
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判定する。ＣＰＵ１６は、加速度センサ５１による検出レベルの変化量が所定値ＶＢ以上
の場合にステップＳ３９８Ａを肯定判定し、ステップＳ３９９へ進む。ＣＰＵ１６は、加
速度センサ５１による検出レベルの変化量が所定値ＶＢ未満の場合にはステップＳ３９８
Ａを否定判定し、ステップＳ３９８Ｂへ進む。
【０１０４】
　ステップＳ３９８Ａを否定判定して進むステップＳ３９８Ｂにおいて、ＣＰＵ１６はユ
ーザによりレリーズ操作が行われたか否かを判定する。ＣＰＵ１６は、レリーズスイッチ
３からの操作信号を受信した場合にステップＳ３９８Ｂを肯定判定してステップＳ３９９
へ進み、レリーズスイッチ３からの操作信号を受信しない場合にはテップＳ３９８Ｂを否
定判定し、図１６による処理を終了する。
【０１０５】
　ステップＳ４０２の後に進むステップＳ４０２Ｂにおいて、ＣＰＵ１６は、撮影レンズ
光学素子（撮影光学系４００Ｃを構成する可変焦点部材４１０）へ印加する電圧ＶＯＯを
給電部５１１に指示してステップＳ４０３へ進む。これにより、メインスイッチオフ時（
または無操作タイムアップ状態）の撮影光学系４１０のフォーカス調節状態は、電源オフ
処理直前に設定されていた状態にされる。
【０１０６】
＜初期設定処理＞
　図１７は、第四の実施形態による初期設定処理の詳細を説明するフローチャートである
。図１７による処理は、前述の図４のステップＳ１３において図１２の処理に代えて実行
される。図１７による処理のうち、図１２で行う処理と同一の処理を行う場合は、図１２
と同一のステップ番号を付して説明を省略する。
【０１０７】
　ステップＳ１３２の次に進むステップＳ１３３Ｃにおいて、ＣＰＵ１６は、撮影レンズ
およびファインダーの光学素子、ならびにファインダースクリーンに対する印加電圧をそ
れぞれ決定する。具体的には、ステップＳ１３２で計測した温度情報と、不揮発性メモリ
に記憶されている温度情報（ｔ）とに基づいて電圧ＶＯＯを増減し、これらの温度差によ
って生じる可変焦点部材４１０の焦点距離の変動を抑制することにより、不揮発性メモリ
に記憶されている合焦距離（ｘ(L)）に対応する撮影光学系４００Ｂの合焦状態を得るた
めに必要な印加電圧を求める。ここで、温度情報（ｔ）および合焦距離（ｘ(L)）は、ス
テップＳ２６（図４）において不揮発性メモリに記憶されたものとする。
【０１０８】
　ＣＰＵ１６はさらに、ステップＳ１３２で計測した温度情報と、不揮発性メモリに記憶
されている温度情報（ｔ）とに基づいて電圧ＶＦＯを増減し、これらの温度差によって生
じるこれらの温度差によって生じる可変焦点部材３１０の焦点距離の変動を抑制すること
により、不揮発性メモリに記憶されている視度調節情報（ｘ(F)）に対応する観察光学系
３００Ｂの視度を得るために必要な印加電圧を求める。ここで、温度情報（ｔ）および視
度情報（ｘ(F)）は、ステップＳ２６（図４）において不揮発性メモリに記憶されたもの
とする。
【０１０９】
　さらにまた、ＣＰＵ１６は、ステップＳ１３２で計測した温度情報と、不揮発性メモリ
に記憶されている温度情報（ｔ）とに基づいて電圧ＶＳＯを増減し、これらの温度差によ
って生じる液晶表示器２６の透過率の変動の抑制に必要な印加電圧を求める。ここで、温
度情報（ｔ）は、ステップＳ２６（図４）において不揮発性メモリに記憶されたものとす
る。
【０１１０】
　ステップＳ１３４Ｃにおいて、ＣＰＵ１６は、上記各決定電圧を給電部５０１および５
１１にそれぞれ指示してステップＳ１３５Ｃへ進む。これにより、可変焦点部材４１０、
可変焦点部材３１０および液晶表示器２６への印加電圧が制御される。ステップＳ１３５
Ｃにおいて、ＣＰＵ１６は合焦距離（ｘ(L)）、視度情報（ｘ(F)）および電圧情報（Ｖ(L



(19) JP 2009-237271 A 2009.10.15

10

20

30

40

50

)）、（Ｖ(F)）、（Ｖ(S)）を、ＣＰＵ１６内の不揮発性メモリ（不図示）へそれぞれ記
憶させて図１７による処理を終了する。ここで、電圧情報（Ｖ(F)）は、視度情報（ｘ(F)
）に対応させるため可変焦点部材３１０へ印加する電圧である。電圧情報（Ｖ(L)）は、
合焦距離（ｘ(L)）に対応させるため可変焦点部材４１０へ印加する電圧である。
【０１１１】
＜温度フィードバック処理＞
　図１８は、第四の実施形態による温度フィードバック処理の詳細を説明するフローチャ
ートである。図１８による処理は、上述の図４のステップＳ２３において図１３の処理に
代えて実行される。図１８において、図１３と同じ処理を行う場合は同一のステップ番号
を付している。
【０１１２】
　ステップＳ２３１の次に進むステップＳ２３２Ｃにおいて、ＣＰＵ１６は撮影レンズの
合焦状態を維持するように可変焦点部材４１０に対する印加電圧を決定する。具体的には
、ステップＳ２３１で計測した温度情報と初期設定時の温度情報とに所定値（たとえば５
℃）以上の温度差がある場合、この温度差によって生じる可変焦点部材４１０の焦点距離
の変動を抑制するように可変焦点部材４１０へ印加する電圧値を求める。
【０１１３】
　ステップＳ２３３Ｃにおいて、ＣＰＵ１６は、上記決定電圧を給電部５１１に指示して
ステップＳ２３４Ｃへ進む。これにより、ステップＳ２３４Ｃにおいて可変焦点部材４１
０（撮影レンズ光学素子）への印加電圧が制御される。
【０１１４】
　ステップＳ２３２において、ＣＰＵ１６は観察光学系３００Ｂに設定されている視度を
維持するように可変焦点部材３１０に対する印加電圧を決定する。具体的には、ステップ
Ｓ２３１で計測した温度情報と初期設定時の温度情報とに所定値（たとえば５℃）以上の
温度差がある場合、この温度差によって生じる可変焦点部材３１０の焦点距離の変動を抑
制するように可変焦点部材３１０へ印加する電圧値を求める。
【０１１５】
　ステップＳ２３３において、ＣＰＵ１６は、上記決定電圧を給電部５０１に指示してス
テップＳ２３４へ進む。これにより、ステップＳ２３４において可変焦点部材３１０（フ
ァインダー光学素子）への印加電圧が制御される。
【０１１６】
　ステップＳ２３２Ｂにおいて、ＣＰＵ１６はファインダースクリーンの透過率を維持す
るように液晶表示器２６に対する印加電圧を決定する。具体的には、ステップＳ２３１で
計測した温度情報と初期設定時の温度情報とに所定値（たとえば５℃）以上の温度差があ
る場合、この温度差によって生じる液晶表示器２６の透過率の変動を抑制するように液晶
表示器２６へ印加する電圧値を求める。
【０１１７】
　ステップＳ２３３Ｂにおいて、ＣＰＵ１６は、上記決定電圧を給電部５１１に指示して
ステップＳ２３４Ｂへ進む。これにより、ステップＳ２３４Ｂにおいて液晶表示器２６（
ファインダースクリーン）への印加電圧が制御される。
【０１１８】
　ステップＳ２３５Ｃにおいて、ＣＰＵ１６は視度情報（ｘ(F)）、合焦情報（ｘ(L)）、
電圧情報（Ｖ(F)）、（Ｖ(L)）および（Ｖ(S)）をＣＰＵ１６内の不揮発性メモリ（不図
示）へそれぞれ記憶させて図１８による処理を終了する。図１８によれば、温度変動に応
じて印加電圧が微調整される。
【０１１９】
＜電源オフ処理＞
　図１９は、第四の実施形態による電源オフ処理の詳細を説明するフローチャートである
。図１９による処理は、上述の図４のステップＳ２７において図１４の処理に代えて実行
される。図１９のステップＳ２７０において、ＣＰＵ１６は、撮影レンズ光学素子へ印加
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する電圧ＶＯＯを給電部５１１に指示してステップＳ２７１Ａへ進む。電圧ＶＯＯは、直
前のステップＳ２６（図４）において電圧情報（Ｖ）としてＣＰＵ１６の不揮発性メモリ
に記憶した電圧値（Ｖ(L)）である。これにより、撮影光学系３００Ｂのフォーカス調節
状態が維持される。
【０１２０】
　ステップＳ２７１Ａにおいて、ＣＰＵ１６は、ファインダースクリーンへ印加する電圧
ＶＳＯを給電部５１１に指示してステップＳ２７１Ｂへ進む。電圧ＶＳＯは、直前のステ
ップＳ２６（図４）において電圧情報（Ｖ）としてＣＰＵ１６の不揮発性メモリに記憶し
た電圧値（Ｖ(F)）である。これにより、観察光学系３００Ｂへ向かう光束の透過状態が
維持される。
【０１２１】
　ステップＳ２７１Ｂにおいて、ＣＰＵ１６は、ファインダー光学素子へ印加する電圧Ｖ
ＦＯを給電部５０１に指示してステップＳ２７１Ｃへ進む。電圧ＶＦＯは、直前のステッ
プＳ２６（図４）において電圧情報（Ｖ）としてＣＰＵ１６の不揮発性メモリに記憶した
電圧値（Ｖ(S)）である。これにより、観察光学系３００Ｂの視度が維持される。
【０１２２】
　ステップＳ２７１Ｃにおいて、ＣＰＵ１６は、無操作タイマーによる計時時間をリセッ
トしてステップＳ２７２へ進む。ステップＳ２７２において、ＣＰＵ１６は、カメラ本体
電源のオフ処理を行って図１９による処理を終了する。電源オフ処理では、給電部５０１
および５１１を除くカメラ内各部への給電を停止するように電源５０２へ指示を送る。た
だし、ＣＰＵ１６は、給電部５０１および５１１の制御に必要な回路のみ起動状態を継続
させる。
【０１２３】
　以上説明した第四の実施形態によれば、第三の実施形態において説明した以外に次の作
用効果が得られる。
（１）印加電圧に応じて焦点距離を変える可変焦点部材４１０を撮影光学系４００Ｃに備
え、メインスイッチがオン操作されている場合はもちろん、メインスイッチオフ時（また
は無操作タイムアップ状態）にも可変焦点部材４１０に電圧印加を行うようにした（図１
４）。これにより、メインスイッチオフ状態（または無操作タイムアップ状態）にも撮影
光学系４００Ｃによる光学像が得られる。
【０１２４】
（２）メインスイッチオフ時（または無操作タイムアップ状態）に可変焦点部材４１０に
印加する電圧を、電源オフ処理直前の印加電圧ＶＯＯにしたので、電源オフ処理の前後で
撮影光学系４００Ｃの合焦距離が同じ値に維持され、光学像を観察中のユーザに違和感を
与えることがない。
【０１２５】
（３）メインスイッチオフ時（または無操作タイムアップ状態）において、加速度センサ
５１による検出レベルの変化量が所定値ＶＢ以上の場合（ステップＳ３９８Ａを肯定判定
）は、可変焦点部材４１０、３１０および液晶表示器２６への電圧印加を開始する処理へ
導くようにした。これにより、たとえば、撮影準備のために電子カメラ１Ｃが手持ちされ
たことで揺動すると、光学像を観察可能な状態へ自動的にセットできる。
【０１２６】
（４）加速度センサ５１による検出レベルの変化量が所定値ＶＢ未満の場合（ステップＳ
３９８Ａを否定判定）であっても、電子カメラ１Ｃがレリーズ操作された場合には可変焦
点部材４１０、３１０および液晶表示器２６への電圧印加を開始する処理へ導くようにし
た。これにより、たとえば、ユーザーがレリーズボタンを半押し操作したタイミングで光
学像を観察可能な状態へ自動的にセットできる。
【０１２７】
（５）上記（４）でレリーズ操作されない場合には、可変焦点部材４１０、３１０、液晶
表示器２６への電圧印加を停止を維持するようにしたので、電子カメラ１Ｃが放置されて
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いる場合のような静止状態では電池の無駄な電力消費を防止できる。
【０１２８】
（変形例２）
　第三の実施形態および第四の実施形態の場合、カメラ本体に対する撮影光学系４００Ｂ
（４００Ｃ）の着脱を検出するセンサを設けてもよい。着脱検出センサは、周知のカメラ
本体側レンズマウントと撮影光学系側のレンズマウント部との電気接点同士の接触を介し
て判定する。メインスイッチオフ時（または無操作タイムアップ状態）において、着脱セ
ンサによって撮影光学系の装着を示す信号が出力されている場合には、他の条件を満足す
る（たとえば、電源の電池電圧が所定値ＶＳ以上の場合など）ことを条件に可変焦点部材
４１０、３１０および液晶表示器２６への電圧印加を開始させる。これにより、光学像を
観察可能な状態へ自動的にセットできる。
【０１２９】
　一方、着脱センサによって撮影光学系の装着を示す信号が出力されていない場合には、
他の条件を満足したとしても可変焦点部材４１０、３１０および液晶表示器２６への電圧
印加の停止を維持する。これにより、電池の無駄な電力消費を防止できる。なお、着脱セ
ンサの代わりにマウント部に設けられた、撮影光学系の装着がなされるとＯＮ状態となる
スイッチでも同様の効果を得られる。この場合、カメラ本体側レンズマウントと撮影光学
系側のレンズマウントが結合された場合に装着と判定され、同様の処理を実行する。非装
着の場合は、着脱センサ信号非出力状態と同様の処理を行う。
【０１３０】
（変形例３）
　カメラ本体のグリップ部に圧力検出センサを設けてもよい。この場合、メインスイッチ
オフ時（または無操作タイムアップ状態）において、圧力検出センサからカメラがホール
ドされていることを示す信号が出力されている場合には、他の条件を満足する（たとえば
、電源の電池電圧が所定値ＶＳ以上の場合など）ことを条件に可変焦点部材４１０、３１
０および液晶表示器２６への電圧印加を開始させる。これにより、光学像を観察可能な状
態へ自動的にセットできる。
【０１３１】
　一方、圧力検出センサからカメラ本体の把持を示す信号が出力されていない場合には、
他の条件を満足したとしても可変焦点部材４１０、３１０および液晶表示器２６への電圧
印加の停止を維持する。これにより、電池の無駄な電力消費を防止できる。
【０１３２】
（変形例４）
　撮影光学系に対する遮光部材（いわゆるレンズキャップ）の着脱を検出するセンサを設
けてもよい。遮光部材着脱検出センサは、たとえば、撮影光学系のレンズ鏡筒の先端部に
マイクロスイッチを配して遮光部材の装着の有無を判定する。メインスイッチオフ時（ま
たは無操作タイムアップ状態）において、遮光部材着脱検出センサによって遮光部材の非
装着を示す信号が出力されている場合には、他の条件を満足する（たとえば、電源の電池
電圧が所定値ＶＳ以上の場合など）ことを条件に可変焦点部材４１０、３１０および液晶
表示器２６への電圧印加を開始させる。これにより、光学像を観察可能な状態へ自動的に
セットできる。
【０１３３】
　一方、遮光部材着脱検出センサによって遮光部材の装着を示す信号が出力されている場
合には、他の条件を満足したとしても可変焦点部材４１０、３１０および液晶表示器２６
への電圧印加の停止を維持する。これにより、電池の無駄な電力消費を防止できる。
【０１３４】
（変形例５）
　ファインダー接眼窓１０（図２）にユーザーの眼が近づいたことを検出するセンサを設
けてもよい。近接検出センサは、たとえば、ファインダー接眼窓１０から入射される光量
の変化を検出し、眼の接近を判定する。メインスイッチオフ時（または無操作タイムアッ
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プ状態）において、近接検出センサによって眼の接近を示す信号が出力されている場合に
は、他の条件を満足する（たとえば、電源の電池電圧が所定値ＶＳ以上の場合など）こと
を条件に可変焦点部材４１０、３１０および液晶表示器２６への電圧印加を開始させる。
これにより、光学像を観察可能な状態へ自動的にセットできる。
【０１３５】
　一方、近接検出センサによって眼の接近を示す信号が出力されていない場合には、他の
条件を満足したとしても可変焦点部材４１０、３１０および液晶表示器２６への電圧印加
の停止を維持する。これにより、電池の無駄な電力消費を防止できる。
【０１３６】
（変形例６）
　メインスイッチオフ時（または無操作タイムアップ状態）において、可変焦点部材４１
０、３１０および液晶表示器２６への電圧印加を開始させる条件は、上述した各実施形態
で発生した信号（電池電圧を示す信号、受光レベルを示す信号、角速度レベルを示す信号
、加速度レベルを示す信号、レリーズスイッチ３からの操作信号、圧力検出センサからの
信号、撮影光学系の装着を示す信号、遮光部材の非装着を示す信号、近接検出センサによ
る信号）のうち少なくとも２つ以上を、適宜組み合わせてもよい。
【０１３７】
　また、メインスイッチオフ時（または無操作タイムアップ状態）において、可変焦点部
材４１０、３１０および液晶表示器２６への電圧印加を停止させる条件についても、上述
した各実施形態で発生した信号のうち少なくとも２つ以上を、適宜組み合わせてもよい。
【０１３８】
（変形例７）
　第三の実施形態、第四の実施の形態では、表示部９に表示していた情報（たとえば視度
値や視力値等の視度に関する情報）を液晶表示器２６に表示させてもよい。この場合、液
晶表示器２６に表示中の視野枠や視標と、視度に関する情報とを表示切替えさせてもよい
し、視野枠や視標に重ねてメニュー画面等をスーパーインポーズ表示させてもよい。これ
により、ユーザは、焦点板２５に結像した観察像とともに、視度に関する情報を得ること
ができる。
【０１３９】
（変形例８）
　可変焦点部材の焦点距離を変化させる例として印加電圧を変化させる例を説明したが、
可変焦点部材へ供給する電圧や可変焦点部材の周囲の磁界を変化させることによって焦点
距離を変化させる場合にも本発明を適用してよい。また、可変焦点部材を構成する液体レ
ンズの液体に圧力を加えて可変焦点部材の焦点距離を変化させる場合には、当該圧力を圧
電素子によって加える構成とすれば、上述した実施形態と同様に、印加電圧を変化させる
ことによって可変焦点部材の焦点距離を変化させることができる。
【０１４０】
（変形例９）
　可変焦点部材の環境情報として温度情報を検出する例を説明したが、たとえば圧力（気
圧）や湿度などを検出するセンサを設け、これらの検出情報を用いて視度または合焦距離
を補正するようにすることもできる。たとえば上述の変形例８で示したような、液体に圧
力を加えて可変焦点部材の焦点距離を変化させるタイプの可変焦点部材を使用する場合に
は、可変焦点部材の環境情報として圧力（気圧）情報を用いることは、特に有用であると
考えられる。
【０１４１】
　電子カメラを例に説明したが、本発明はフィルムカメラにも適用することができる。ま
た、観察光学系を備えた光学装置、たとえばヘッドマウントディスプレイなどの光学装置
にも適用することができる。
【０１４２】
　以上の説明はあくまで一例であり、上記の実施形態の構成に何ら限定されるものではな
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く、各実施形態および変形例は、適宜組み合わせた構成としてもかまわない。
【図面の簡単な説明】
【０１４３】
【図１】本発明の第一の実施形態による電子カメラの正面図である。
【図２】図１の電子カメラの背面図である。
【図３】電子カメラの要部構成を例示するブロック図である。
【図４】ＣＰＵが実行するメイン処理の流れを説明するフローチャートである。
【図５】メインスイッチオフ状態時処理の詳細を説明するフローチャートである。
【図６】初期設定処理の詳細を説明するフローチャートである。
【図７】温度フィードバック処理の詳細を説明するフローチャートである。
【図８】電源オフ処理の詳細を説明するフローチャートである。
【図９】第二の実施形態によるメインスイッチオフ状態時処理の詳細を説明するフローチ
ャートである。
【図１０】第三の実施形態による一眼レフ電子カメラの要部構成を例示するブロック図で
ある。
【図１１】メインスイッチオフ状態時処理の詳細を説明するフローチャートである。
【図１２】初期設定処理の詳細を説明するフローチャートである。
【図１３】温度フィードバック処理の詳細を説明するフローチャートである。
【図１４】電源オフ処理の詳細を説明するフローチャートである。
【図１５】第四の実施形態による一眼レフ電子カメラの要部構成を例示するブロック図で
ある。
【図１６】メインスイッチオフ状態時処理の詳細を説明するフローチャートである。
【図１７】初期設定処理の詳細を説明するフローチャートである。
【図１８】温度フィードバック処理の詳細を説明するフローチャートである。
【図１９】電源オフ処理の詳細を説明するフローチャートである。
【符号の説明】
【０１４４】
　　１、１Ｂ、１Ｃ…電子カメラ
　　３…レリーズスイッチ
　　４…メインスイッチ
　１６…ＣＰＵ（不揮発性メモリ）
　２６…液晶表示器
　３１…光センサ
　４１…角速度センサ
　５１…加速度センサ
３００、３００Ｂ…観察光学系
３１０、４１０…可変焦点部材（光学素子）
３１１…温度センサ
４００、４００Ｂ、４００Ｃ…撮影光学系
４０１…撮像素子
５０１、５１１…給電部
５０２…電源
５０３…電圧計
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【図１７】 【図１８】

【図１９】
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